
取扱説明書 エアタッカ

このたびはエアタッカをお買い上げ賜わり
厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよく
お読みいただき本機の性能を十分ご理解
の上で、適切な取り扱いと保守をしていた
だいて、いつまでも安全
に能率よくお使いくださる
ようお願い致します。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

モデルAT1013B



本機の取扱いにあたって、エアタッカを能率よく、安全にお使いいただくため、取
扱説明書は最後までお読みいただき、使用上の注意事項、本機の能力、使用方法
などについて充分理解の上、正しく御使用くださるようお願いいたします。

この表示は記載事項に従わないと、死亡または重傷を
負う危険が切迫して生じる場合を示します。危険

この表示は記載事項に従わないと人身事故につながる
可能性がある場合を示します。警告
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警告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●必ずセーフティゴーグル（保護メガネ）を着用して使用する。
●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動しない場合は
　使用しない。
●使用しない時、また、調整・修理・連結釘装填の時は必ずエアホースをはずす。
●射出口を絶対に人体に向けない。
●移動する際は必ずエアホースをはずす。
●エアホースを接続する際は絶対にトリガ（引金）に触れない。
　トリガロックを必ずロックの状態にしておく。
●エアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。
●揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。
●異常を感じたら絶対に使用しない。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管して下さい。
●本機の仕様は性能向上のため、予告なしに変更することがあります。
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トリガ

リヤキャップ

トップキャップ

レバー

マガジンステー

サブマガジンマガジンロックレバードライバガイド

ハウジング エアプラグ

グリップ
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製品仕様

使用ステープル一覧

エアタッカの故障や事故をさけるため、必ず弊社
純正のステープルをお使いください。警告

  
207 mm
46 mm
144 mm
0.8 kg

10×6～13 mm
100 本

0.44～0.69MPa （4.5～7.0kgf/cm2）
タービン油（JIS２種　ISOVG32）

6.5 mm以上

　　
寸　法（長さ）
　　　（ 幅 ）
　　　（高さ）
質　　　　  量
使用ステープル
装　填　本　数
使用空気圧（手元レギュレーターゲージ圧）
使 用 オ イ ル
エアホース内径（長さ30 m 以内）

　　
  メッキ ステンレス
 色 無地 無地
 長さ（mm） 部品番号 部品番号
 6 F-80233 －
 8 F-80246 －
 10 F-80259 F-80516
 13 F-80262 F-80310
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標準付属品

用 途

①油サシ  ………………………………
②六角棒レンチ３………………………
　　　　　　  ４………………………

１本
１本
１本

③セーフティゴーグル（保護メガネ）…１個

油サシ

六角棒レンチ 3、4

セーフティゴーグル
（保護メガネ）

家具木工、木箱製造関係に対する釘打作業
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6 トリガロック

本機は、コンタクトアームを装備しておりませんので取扱には十分注意してください。
・トリガロックを解除した状態でトリガを引くと発射しますので、トリガを引くときは射出口を常に
部材に押し当ててください。

・射出口には絶対に手、足、顔等を向けないでください。
・射出口を絶対に自分以外の人体に向けないでください。
・移動する際は必ずトリガロックをし、エアホースをはずしてください。
・釘打機を使用しない時は必ずトリガロックをし、エアホースをはずしてください。
・作業中断時は必ずトリガロックをし、エアホースをはずしてください。

本機には安全装置としてトリガロック機能がついています。トリガロック機能とは、作業を一時中
断する場合等ロックすることによって誤発射を防ぎます。釘を打つ作業中以外は必ずトリガロックを
してください。
・トリガをロックする場合は、ロックレバーを軽く引き上げ“LOCK”の矢印方向に 90°回して完全
に止まる様にして下さい。ロックを解除する場合はロックレバーを軽く引き上げ“FREE”の矢印
方向に 90°完全に止まる迄、回して下さい。ロックレバーが不安定の位置にある場合には誤作
動する恐れがあるので、上記操作は確実に行なって下さい。

危険
エアタッカを安全に作業するために

ロックレバー ロックレバー

ロック状態 フリー（解除）状態
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使用前の準備

警 告

内径 6.5mm 以上のエアホースを30ｍ以内でお使いください。

エアタッカを安全に作業するために

付属の油サシにて作業の前後にエアプラグより、タービン油を２、３滴（0.1cc）注入してく
ださい。給油を怠るとエアタッカの寿命が短くなるばかりか、故障や事故の原因になりますの
で、必ず行ってください。

空気圧の強弱はステープルの長さ、ステープルが打たれる対象物の木質によって異なります。
このエアタッカの使用圧力範囲は手元レギュレータゲージ圧で 0.44MPa～0.69MPa
（4.5kgf/cm2～7.0kgf/cm2）です。
対象物の木質により、この範囲内に調整してお使いください。

エアホース

給油

空気圧
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エアタッカを安全に使用するために

警 告

作業する場合には、作業者以外の人を近
づけないでください。

指定の圧力より低いと、エアタッカの機能を果たしません。又指定の圧力を越えるとエアタッ
カの寿命を早めたり、危険が生じます。
給油は、作業の前後にタッカのエアプラグより、付属の油サシでタービン油（JIS２種　
ISOVG32）を２、３滴（0.1cc）注入してください。

●作業関係者以外近づけない。

●給油及び圧力点検をする。

●作業環境に応じた防具を着用
　のこと。
作業環境に応じて、ヘルメット、安全靴
等の防具を着用してください。

●正しい服装で安定した姿勢で作業をする。
作業に適した服装で作業をしてください。又、無理な姿勢での作業は危険です。常に足場を
かため、身体の安全を保って作業をしてください。

●作業に入る前に必ず始業点検を行う。
各部のナット、スクリューボルト、ストップリング等の締め金具が緩んでいないか、その他部
品がはずれたり傷んだりしていないかを点検してください。いずれの部品も、それぞれ大切な役
目を果たしております。はずれたり、傷んでいると故障したり、思わぬ事故を起こしますので、
充分注意して点検してください。
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警 告

当社以外のステープルを使用しますと、故障や
事故の原因になりますから、必ず指定のステー
プルを御使用ください。尚、保管状態の悪いも
のは、使わないようにしてください。

●必ず当社指定のステープルを使用
　する。

本機はトリガロックを解除した状態でトリガを引
くと発射しますので、十分注意して使用してくだ
さい。釘打作業以外には使用しないでください。

●本機はコンタクトアームを装備し
　ていないので取扱に注意する。

●エアもれや異常音がないかを確
　認する。
エアホースを接続したら、まず各部にエアもれ
が無いかを確認してください。次にステープル
を打込んでください。ステープルが曲がった
り、異常音を発生したりしないかを確認してく
ださい。エアもれのある機械や、その他異常
のある機械は絶対に使わないでください。

7
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本機はコンタクトアームを装備していない
ので取扱いに注意する。

トリガロック

コンタクトアーム装備なし
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警 告

圧縮空気を動力源として使用し、酸素ボンベ
や高圧ガスボンベは絶対に使用してはいけま
せん。
使用するとエアタッカが爆発する恐れがありま
す。

●動力源は必ず圧縮空気を使用
　する。

●作業現場は整理、整頓をして特に
　足元の整理に注意を払う。
屋外作業で足場を使っての高所作業では、足
場の安全性を確認してから作業を行ってくださ
い。又、作業をする場所の照明は充分に明るく
しておいてください。

●作業中は常に保護メガネを着用
　する。
粉塵や、万一打ち損じたステープルがはね返
り、目に入ると危険ですから、作業をする本
人だけでなく周囲で作業をしている人も、必ず
保護メガネを着用してください。

●防音保護具を着用する。
作業をする場合、排気音や排気エアから耳を
守るため作業環境に応じて防音保護具（耳栓
等）を着用してください。
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警 告

ステープル打込み時に火花が飛散することが
ありますので、ラッカー、ペイント、ベンジン、
シンナー、ガソリン、ガス類、接着剤等、引
火あるいは爆発の恐れがある物質の近くで
は、絶対に作業をしてはいけません。

●危険物の近くでは作業をしない。

やむを得ず材料を手で支えなければならない
時は、射出口付近から離し、かつ充分安全な
場所を支えるようにすること。

●射出口には、絶対に手を近づけ
ないこと。また材料を手で支える
時は充分注意する。

●エアホース接続時は必ず下記を
　厳守する。
●トリガ（引金）に触れない。
●トリガロックをする
●射出口に触れない
●射出口を人体に向けない。
●射出口を自分以外の人体に向けない。
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エアタッカを安全
に使用するために

エアタッカ、エアコンプレッサ、エアホースなどを、長時間直射日光のあたる場所に放置し
ないでください。

●直射日光はさける。

警 告

使用した後は、エアホースをはずし、釘を抜きとり、エアプラグからタービン油（JIS２種
ISOVG32）を２、３滴（0.1cc）注入してください。常温の乾燥した場所に保管してください。

●使用後の注意事項

●安全装置（トリガロック）は絶対に改造したり、取りはずしたりし
　ない。

26
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27
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使用法

片手でエアタッカを持ち、もう一方の手でレバーを押しサブマガジンを後に引きます。エアタ
ッカを横に向け、図のようにステープルをマガジンの中に入れて、サブマガジンを押し戻し、
ロックします。マガジン内部のステープルの有無はマガジン横側の覗き窓で確認出来ます。
又、ステープル装填の時は絶対に（トリガ）に指を掛けないでください。

打込もうとする対象物にドライバガイド先端を当ててから引金を引いてください。このエアタ
ッカにはコンタクトアームが付いておりませんので引金を引いただけでステープルが発射され
てしまいます。必ず対象物にドライバガイドを当ててから引金を引き、空中発射は絶対にし
ないでください。

ステープル装填方法

ステープル装填時はエアホースを必ずはずす。警告

警 告
打込み方法

１ . 本機には空打防止機構が付いていますので、空打による無駄な作業や、ステープルの
残り本数を確認する必要がありません。
２ . マガジン内のステープルが無くなると、発射しません。続けて御使用になる場合は、ス
テープルを補充してください。

空打ち防止機構

トリガ レバー
サブマガジン

ステープル

覗き穴

足先
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使用後の保守・点検

ステープル詰りがおこったら必ずエアホースを外しトリガーロックをして下さい。次にマガジン
内のステープルを取り除いて下さい。その後、詰ったステープルを除去してください。

ステープル詰りの際エアホースを必ずはずす。警告

ステープル詰りの取り方

排気カバーにゴミが付着しやすいので、使用後はエアーダスター等で拭き取って下さい。
排気カバーの清掃

使用後の清掃
使用した後は、ホースをはずし、ステープルを抜きとり、エアプラグからタービン油（JIS２
種ISOVG32）を２、３滴（0.1cc）注入してください。常温の乾燥した場所に保管してください。

エアコンプレッサ等の水抜き
作業が終ったらエアコンプレッサの電源を切り、ドレンコックを開いて、タンク内の残圧によ
って溜った水を抜いてください。特に湿気の多い季節は想像以上に水が溜ります。作業後は
毎日、水抜きを行ってください。
又、エアセットを使用している場合は、フィルタ下部のコックを開いて水抜きをしてください。

残りステープルの保管
残ったステープルはステープルケースに納め、安全で常温の乾燥した場所に保管し、ステー
プルケースの上に他の品物を乗せないようにしてください。

換気カバー

インレット
キャッププラグ
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下記の作業を行う際はエアホースを必ずはずす。警告

石膏ボード等のカスが付着して、空打ち防止機構の影響により、マガジンが開かなくな
ってしまった場合には、エアホースをはずしトリガをロックして、板の切欠きに細い棒を
差し込んで、矢印の方向に引き戻して下さい。また、マガジン周辺に付着しているカスを
エアダスター等で吹き取って下さい。

マガジンが開かなくなった場合
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この取扱説明書はお手元に大切に保管してください。警告



メ　モ




